
 

                         
 

  

                     

 

     

「
少
年
少
女
会
チ
ャ
レ
ン
ジ
カ
ー
ド
」 

 
 

御
大
祭
に
て
表
彰 

加
治
木
教
会
少
年
少
女
会
で
は
、
少
年

少
女
会
連
合
本
部
が
薦
め
て
い
る
、
五
月

か
ら
七
月
に
か
け
て
信
心
項
目
を
設
け
て

信
行
に
取
り
組
む
「
少
年
少
女
会
チ
ャ
レ

ン
ジ
カ
ー
ド
」
に
取
り
組
ま
せ
て
い
た
だ

き
ま
し
た
。 

少
年
少
女
会
員
の
中
の
、
五
名
が
取
り

組
む
こ
と
が
で
き
、
そ
の
コ
ピ
ー
は
、
全

国
信
徒
会
の
「
信
行
取
組
み
表
」
と
一
緒

に
十
一
月
に
教
主
金
光
様
に
御
礼
お
届
け

さ
れ
ま
し
た
。 

加
治
木
教
会
で
は
、
月
迫 

蘭 

さ
ん(

中

二)

、
有
薗
彰
真
く
ん(

小
二)

、
有
薗 

華 

さ

ん(

小
一)

、
永
原
佳
歩
さ
ん(

小
一)

、
安
楽

泰
成
君(

年
長)

の
五
名
が
取
り
組
ま
せ
て

い
た
だ
き
ま
し
た
。 

加
治
木
教
会
の
少
年
少
女
会
員
に
は
、

御
大
祭
の
立
教
神
伝
奉
読
後
に
表
彰
が
行

わ
れ
、
神
様
の
お
下
が
り
の
プ
レ
ゼ
ン
ト

が
授
与
さ
れ
ま
し
た
。
こ
れ
か
ら
も
、
少

年
少
女
会
の
み
ん
な
が
、
親
子
で
信
心
生

活
に
取
り
組
む
こ
と
が
で
き
る
よ
う
に
、

お
祈
り
申
し
上
げ
て
行
き
ま
し
ょ
う
。 
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甘
木
親
教
会 

二
代
教
会
長 

安
武
文
雄
大
人 

二
十
五
年
祭  

 

十
一
月
二
十
三
日
、
小
春
日
和
の
中
、

甘
木
親
教
会
に
お
い
て
二
代
教
会
長 

安

武
文
雄
大
人 

二
十
五
年
祭
が
仕
え
ら
れ

ま
し
た
。 

コ
ロ
ナ
禍
対
策
の
た
め
、
出
社
教
会
か

ら
は
教
師
の
み
の
参
拝
と
い
う
こ
と
で
し

た
が
、
安
武
文
雄
親
先
生
に
お
世
話
に
な

り
お
育
て
を
い
た
だ
い
た
人
た
ち
が
、
お

礼
を
申
し
ご
恩
に
お
報
い
申
し
上
げ
る
尊

い
ご
祭
典
で
あ
り
ま
し
た
。 

           

              

〇 

霊
祭
の
ご
祭
主
を

お
仕
え
ら
れ
た
安
武

秀
信
先
生(

大
口
教
会

長)

は
、
祭
主
挨
拶
で

次
の
よ
う
の
お
話
し

さ
れ
ま
し
た
。 

「
昭
和
二
十
八
年
の
九
州
全
域
に
お
け
る

大
洪
水
の
時
、
北
部
九
州
だ
け
で
千
名
の

方
が
亡
く
な
っ
て
お
ら
れ
ま
す
。
二
代
親

先
生
は
そ
の
時
、
筑
後
川
河
畔
原
鶴
の
小

野
屋
旅
館
の
霊
祭
に
行
か
れ
て
、
ま
さ
に

九
死
に
一
生
を
得
ら
れ
ま
し
た
。
当
時
三

十
才
で
、
お
父
様
の
百
太
郎
先
生
が
お
亡

く
な
り
に
な
ら
れ
た
年
齢
で
す
。
そ
の
時

お
亡
く
な
り
に
な
ら
れ
て
い
た
ら
、
今
の

親
先
生
は
、
ま
だ
一
才
三
ヶ
月
だ
っ
た
の

で
す
。
そ
れ
か
ら
四
十
二
年
貴
重
な
御
用

を
な
さ
れ
ま
し
た
。
最
高
・
最
善
・
最
大

の
お
か
げ
を
頂
か
れ
て
『
ご
先
代
の
信
心

を
求
め
現
わ
す
』
と
い
う
姿
勢
で
、
神
恩

報
謝
の
一
念
に
尽
く
し
て
行
か
れ
、
神
様

の
ご
期
待
に
応
え
て
行
か
れ
ま
し
た
。
ま

さ
に
初
代
の
お
話
し
さ
れ
た
『
生
か
し
が

い
の
あ
る
、
助
け
が
い
の
あ
る
氏
子
に
な

れ
』
と
の
、
そ
の
よ
う
な
生
き
方
を
貫
い

て
行
か
れ
た
と
思
い
ま
す
。
私
自
身
、
ま

た
後
に
続
く
者
が
、
運
命
が
変
わ
る
ほ
ど

の
お
か
げ
を
頂
い
て
お
き
な
が
ら
、
神
様

の
ご
期
待
に
応
え
る
よ
う
な
生
き
方
が
で

き
て
お
る
か
が
問
題
だ
と
思
い
ま
す
。」 

(

要
点
の
み) 

〇 

ご
祭
典
後
の
教
会
長
挨
拶
で
、
安
武
道

義
親
先
生
は
次
の
よ
う
に
ご
挨
拶
さ
れ
ま

し
た
。 

「
コ
ロ
ナ
禍
の
中
、
こ
う
い
う
霊
祭
が
仕

え
る
こ
と
が
で
き
大
変
有
難
く
思
わ
せ
て

い
た
だ
い
て
お
り
ま
す
。
前
の
親
先
生
に

つ
い
て
『
大
変
厳
し
い
方
だ
っ
た
』
と
か
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『
軍
隊
式
で
し
た
か
ら
』
と
言
わ
れ
る
先

生
も
お
ら
れ
ま
し
た
。
そ
れ
は
、
神
様
に

向
か
っ
て
の
厳
し
さ
で
あ
っ
た
と
思
い
ま

す
。
二
十
七
才
で
教
会
長
に
な
ら
れ
、
子

供
た
ち
を
よ
そ
に
連
れ
て
行
く
と
い
う
暇

も
な
か
っ
た
よ
う
で
、
記
憶
に
も
あ
り
ま

せ
ん
。
大
学
生
の
時
に
東
京
に
姉
と
信
栄

先
生(

従
妹)

で
来
て
、
四
人
で
日
光
に
行
っ

た
こ
と
が
あ
り
ま
す
が
、
そ
れ
が
初
め
て

で
あ
っ
た
と
思
い
ま
す
。
厳
し
い
中
に
も

そ
う
い
う
面
も
あ
り
ま
し
た
。
今
日
を
迎

え
る
に
あ
た
っ
て
何
日
か
前
か
ら
お
供
え

物
が
次
々
と
届
い
て
い
ま
し
た
ら
、
孫
の

一
人
が
『
そ
げ
ん
偉
い
と
ね
』
と
言
っ
た

と
い
う
こ
と
で
す
が
、
孫
た
ち
は
知
り
ま

せ
ん
。
祭
典
前
の
紹
介
の
映
像
を
見
て
少

し
は
分
か
っ
た
か
も
し
れ
ま
せ
ん
・
・
・
。

こ
れ
か
ら
い
っ
そ
う
信
心
を
進
め
て
お
役

に
立
た
せ
て
い
た
だ
き
た
い
と
存
じ
ま
す
。

今
日
は
ご
都
合
お
繰
り
合
わ
せ
頂
き
こ
の

よ
う
に
ご
祭
典
を
お
仕
え
す
る
こ
と
が
で

き
有
難
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。」 

(

要
点
の
み) 

                

加
治
木
教
会 

生
神
金
光
大
神
御
大
祭 

仕
え
ら
れ
る 

十
一
月
一
日(

日)

加
治
木
教
会
で
は
、
生

神
金
光
大
神
御
大
祭
が
仕
え
ら
れ
ま
し
た
。 

鹿
児
島
県
で
の
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
ィ
ル
ス

の
感
染
者
数
人
は
そ
れ
ほ
ど
で
は
あ
り
ま

せ
ん
が
、
全
国
的
に
は
徐
々
に
増
加
傾
向

に
あ
る
た
め
、
対
策
に
気
を
つ
け
な
が
ら

の
御
大
祭
と
な
り
ま
し
た
。 

前
日
の
御
用
は
、
密
接
を
避
け
る
た
め

直
会
調
理
の
御
用
は
な
く
、
お
広
前
の
掃

除
と
絨
毯
敷
き
と
い
う
程
度
で
し
た
。 

御
神
前
に
お
供
え
さ
れ
た
見
事
な
胡
蝶

蘭
・
菊
の
大
輪
が
色
鮮
や
か
に
咲
き
、
秋

ら
し
い
一
日
と
な
り
ま
し
た
。 

ご
祭
典
は
、
コ
ロ
ナ
禍
対
策
の
た
め
、

祭
員
の
先
生
は
二
人
で
し
た
が
御
神
前
は

と
っ
て
も
に
ぎ
や
か
に
な
り
ま
し
た
。 

祭
詞
で
は
、
教
祖
様
の
長
年
に
わ
た
る

ご
修
行
と
、
生
神
金
光
大
神
御
取
次
の
道

開
き
の
ご
苦
労
を
お
称
え
申
し
上
げ
、
世

界
の
平
和
と
、
お
道
の
発
展
、
世
界
中
に

蔓
延
し
て
い
る
コ
ロ
ナ
ウ
ィ
ル
ス
感
染
症

の
一
日
も
早
い
終
息
な
ど
が
お
願
い
申
し

上
げ
ら
れ
ま
し
た
。 
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※
チ
ャ
レ
ン
ジ
項
目
の
三
つ
以
上 

で
き
た
ら
、
大
人
が
シ
ー
ル
を 

貼
っ
て
あ
げ
ま
し
た
。 

 
 

 

                        

 
                           

加
治
木
教
会 

御
大
祭 

前
日
御
用 

コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
予
防
の
た
め
、

密
接
し
て
し
ま
う
皆
で
の
お
直
会
作
り
の

御
用
は
な
く
、
少
人
数
で
絨
毯
敷
き
と
掃

除
な
ど
を
お
か
げ
頂
き
ま
し
た
。 
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中
村
哲
医
師 

記
録
ビ
デ
オ
の
鑑
賞
会 

 十
一
月
二
十
日(

金)

加
治
木
教
会
の
立

教
記
念
祭
・
新
穀
感
謝
祭
の
後
に
、
中
村

哲
医
師
の
記
録
ビ
デ
オ
の
鑑
賞
会
を
さ
せ

て
い
た
だ
き
ま
し
た
。 

         

金
光
図
書
館
か
ら
貸
し
出
し
て
い
た
だ

き
ま
し
た
『
ア
フ
ガ
ニ
ス
タ
ン 

干
ば
つ

の
大
地
に
用
水
路
を
拓
く
～
治
水
技
術 

七
年
の
記
録
～ 

（
中
村
哲
）』(

ペ
シ
ャ
ワ

ー
ル
会
発
行)

と
い
う
記
録
ビ
デ
オ
で
し
た
。 

昨
年
十
二
月
に
ア
フ
ガ
ニ
ス
タ
ン
で
銃

撃
さ
れ
、
七
十
三
歳
で
亡
く
な
ら
れ
た
中

村
哲
医
師
は
、
同
年
八
月(

四
か
月
前)

に
金

光
教
本
部
の
施
設
「
光
風
館 

や
つ
な
み
ホ

ー
ル
」
で
帰
国
報
告
会
を
開
い
て
お
ら
れ

ま
す
。 

中
村
哲
医
師
は
金
光
教
の
信
者
さ
ん
で

は
あ
り
ま
せ
ん
が
、
何
か
の
ご
縁
が
あ
っ

て
、
金
光
教
本
部
の
施
設
で
帰
国
報
告
会

を
開
か
れ
た
の
で
し
ょ
う
が
「
世
界
の
平

和
と
人
類
の
助
か
り
を
願
う
金
光
教
」
と

さ
え
謳
わ
れ
て
い
る
金
光
教
の
ご
霊
地
を

訪
れ
て
あ
っ
た
の
は
、
願
い
と
す
る
と
こ

ろ
に
同
じ
方
向
性
が
あ
っ
た
と
言
え
る
で

し
ょ
う
。 

                

加
治
木
教
会
「
立
教
記
念
祭
・
新
穀
感

謝
祭
」
の
短
め
の
教
話
後
、
加
治
木
教
会

の
お
広
前
で
、
四
十
数
分
に
わ
た
る
記
録

ビ
デ
オ
を
鑑
賞
を
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
し

た
。 内

容
は
、
Ｄ
Ｖ
Ｄ
の
表
題
の
通
り
、
戦

乱
の
国
ア
フ
ガ
ニ
ス
タ
ン
に
お
い
て
干
ば

つ
の
大
地
に
用
水
路
を
拓
か
れ
た
中
村
哲

医
師
の
七
年
の
記
録
で
す
が
、
そ
の
真
摯

さ
と
深
い
真
心
に
心
を
動
か
さ
れ
な
い
人

は
い
な
い
と
さ
え
言
え
る
内
容
で
し
た
。 

鑑
賞
さ
れ
る
皆
さ
ん
は
、
何
度
も
う
な

ず
き
な
が
ら
涙
ぐ
ん
で
観
て
お
ら
れ
ま
し

た
。「
大
変
な
方
で
す
ね
、
涙
な
し
に
は
観

ら
れ
ま
せ
ん
ね
」
と
い
う
声
が
聞
か
れ
ま

し
た
。 

＊ 

中
村
哲
医
師
は
、
金
光
教
の
信
者
さ
ん

で
は
あ
り
ま
せ
ん
が
、
世
界
の
平
和
と
人

類
の
助
か
り
を
願
う
金
光
教
の
方
針
と
同

じ
向
き
の
方
で
あ
り
ま
す
。 

ま
た
、
中
村
哲
医
師
は
北
九
州
市
若
松

区
の
ご
出
身
で
、
北
九
州
市
に
は
小
倉
教

会
を
は
じ
め
た
く
さ
ん
の
教
会
が
あ
り
ま

す
。
特
に
若
松
教
会
は
、
開
教
百
二
十
年

と
い
う
歴
史
の
あ
る
教
会
で
、
こ
の
地
域

に
は
金
光
教
の
信
奉
者
が
多
い
地
域
で
あ
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り
、
若
松
教
会
は
、
若
松
と
戸
畑
を
結
ぶ

渡
船
場(

左
写
真)

か
ら
三
百
メ
ー
ト
ル
に

位
置
し
、
若
松
で
お
育
ち
に
な
ら
れ
た
中

村
哲
医
師
は
金
光
教
の
こ
と
は
ご
存
じ
で

は
な
い
は
ず
で
す
。 

                      

             

ま
た
、
十
二
月
四
日(

金)

ご
霊
地
の
「
金

光
や
つ
な
み
ホ
ー
ル
」
で
、
中
村
哲
医
師

一
周
忌 

追
悼
イ
ベ
ン
ト
と
し
て
、「
一
隅

を
照
ら
す
」
と
い
う
、
地
域
と
金
光
図
書

館
が
協
力
し
て
開
か
れ
る
、
対
談
イ
ベ
ン

ト
が
あ
る
そ
う
で
す
。 

ペ
シ
ャ
ワ
ー
ル
会
会
員
の
三
原
明
子
さ

ん
と
、
金
光
図
書
館
長
の
金
光
英
子
（
ひ

で
こ
）
先
生
の
対
談
だ
そ
う
で
す
。 

     

             あ
し
あ
と(

教
会
行
事
報
告) 

…
… 

11 

月 

…
…
… 

１
（
日
）
月
例
祭(

報
徳)

 

 

〃 
 

加
治
木
教
会 

御
大
祭 

11
時 

７
（
土
）
大
重
家
霊
祭 

９
（
月
）
清

掃

御

用     

10
時 

10
（
火
）
月

例

祭(

生
神
金
光

大

神

様)

 10
時
半 

12
（
木
）
甘
木
親
教
会
御
用(

教
会
長)

 

19
（
木
）
清

掃

御

用    

10
時 

20 (

金)
 

月
例
祭(

天
地
金

乃
神
様)

共

励

会

13
時
半 

併
せ
て  

立
教
記
念
祭
・
新
穀
感
謝
祭 

23
（
祝･

月
）
甘
木
親
教
会
式
年
祭

二
代
文
雄
大
人 

 

二

十

五

祭 

25
（
水
）
連
合
会
執
行
部
会(

鹿
児
島

教

会)

10
時
半 

29
（
日
）
東
郷
教
会 

津
上
繁
子
媛
三
年
祭 

30
（
月
）
清

掃

御

用 
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子
供
が
精
神
的
に
成
長
す
る
な
か
で

「
自
立
し
た
い
」
と
い
う
願
望
が
強
く
な

り
、
周
り
に
対
し
て
反
抗
的
な
態
度
や
行

動
を
と
る
時
期
の
こ
と
で
す
。 

十
三
歳
頃
か
ら
思
春
期
に
訪
れ
、
こ
の

時
期
は
自
分
の
存
在
に
つ
い
て
思
い
を
巡

ら
せ
た
り
、
問
題
が
起
き
た
時
に
は
自
分

で
解
決
し
よ
う
と
し
た
り
、
精
神
的
に
自

立
し
よ
う
と
す
る
大
切
な
時
期
で
す
。 

親
は
過
干
渉
に
な
ら
ず
、
じ
っ
く
り
話

を
聴
く
姿
勢
が
大
切
で
す
。 

子
供
だ
っ
た
心
が
大
人
に
な
ろ
う
、
自

立
し
た
い
と
も
が
い
て
い
る
状
態
で
す
。 

そ
の
た
め
、
過
干
渉
な
親
よ
り
も
、
年

代
的
に
近
い
先
輩
や
指
導
者(

リ
ー
ダ
ー)

に
共
感
し
、
あ
こ
が
れ
を
抱
い
て
目
標
に

す
る
よ
う
に
な
り
ま
す
。 

こ
の
年
代
の
特
徴
を
生
か
し
た
教
育
形

態
と
し
て
、
薩
摩
藩
の
「
郷
中
教
育
」
や

イ
ギ
リ
ス
で
生
ま
れ
た
「
ボ
ー
イ
ス
カ
ウ

ト
」
な
ど
が
挙
げ
ら
れ
ま
す
。 

ま
た
、
映
画
ソ
ン
グ
「
ス
タ
ン
ド
・
バ

イ
・
ミ
ー
」
の
歌
詞
の
よ
う
な
「
夜
が
訪

れ
て 

大
地
は
闇
に
包
ま
れ
て
も 

怖
く

な
い 

君
さ
え
い
れ
ば 

僕
の
そ
ば
に
い

て
く
れ
れ
ば
・
・
・
」
と
い
う
少
年
時
代

特
有
の
仲
間
意
識
も
そ
う
で
す
。 

＊ 

そ
う
い
う
時
期
こ
そ
、
良
い
仲
間
や
集

団
と
交
わ
り
、
教
育
さ
れ
て
行
く
こ
と
が

望
ま
し
い
こ
と
で
す
。 

「
郷
中
教
育
」
や
「
ボ
ー
イ
ス
カ
ウ
ト
」、

お
道
で
は
「
少
年
少
女
会
」
で
す
。 

そ
の
た
め
、
大
人
の
信
奉
者
が
気
を
つ

け
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
こ
と
は
「
少
年
少

女
会
」
は
、
子
供
だ
け
を
集
め
て
遊
ば
せ

る
の
で
は
な
く
、
あ
こ
が
れ
を
持
た
れ
や

す
い
、
少
し
だ
け
年
上
の
異
年
齢
の
指
導

者
が
お
世
話
を
す
る
こ
と
で
す
。 

「
少
年
少
女
会
」
の
Ｏ
Ｂ
・
Ｏ
Ｇ
の
皆

さ
ん
が
、
若
い
う
ち
に
使
命
感
を
持
っ
て

少
年
少
女
会
の
指
導
の
御
用
に
当
た
ら
せ

て
い
た
だ
く
べ
き
で
あ
り
ま
し
ょ
う
！ 

       

ご
霊
神
様
の
お
立
日 

十
二
月 

吉
屋
正
憲 

之
霊
神
（２
日) 

平
成
11
年 

本
中
野
キ
ン 

之
霊
神
（７
日
）昭
和
10
年 

大
山
キ
ク 

之
霊
神
（７
日
）平
成
７
年 

小
屋
敷
シ
ゲ 

之
霊
神
（７
日
）平
成
８
年 

柳
園
市
次
郎 

之
霊
神
（８
日
）昭
和
25
年 

本
中
野
重
盛 

之
霊
神
（８
日
）昭
和
39
年 

大
山
叶
人
之
霊
神
（
14
日
） 

徳
永
盛
常 

之
霊
神
（
18
日
）平
成
２
年 

村
上
忠
夫
之
霊
神
（
20
日
）昭
和
48
年 

大
山
ス
エ
ケ
サ
之
霊
神(

24
日)

昭
和
51
年 

大
山
き
よ
子 

之
霊
神
（
28
日
）昭
和
43
年 

吉
屋
キ
ミ 

之
霊
神
（
30
日
） 

平
成
22
年 

前
田
キ
ミ
之
霊
神 

昭
和
43
年 

         

ご
先
祖
の
ご
霊
神
様
の
、
現
世
・
幽
冥(

か
く
り
よ)

で
の
お
働
き

あ
っ
て
の
今
日
の
私
た
ち
で
あ
り
ま
す
。  

 

 

立
日
の
月
に
は
、
故
人
を
偲
び
、
玉
串
を
奉
て
ん
し
て
お
礼
を
申

し
上
げ
ま
し
ょ
う
。
教
会
で
は
、
十
日
の
月
例
祭
で
、
霊
前
で
の
玉

串
の 

奉
て
ん
を
準
備
し
て
い
ま
す
。  

 



令和 2年  １２月                     いっしん 
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十
二
月 

三
日(

木)
 

甘
木
親
教
会 

生
神
金
光
大
神
御
大
祭 

【
教
師
の
み
の
代
表
参
拝
】 

 

十
二
月
三
十
日(
水)
十
三
時
半
よ
り 

加
治
木
教
会 

越 

年 

祭  

奉 
仕 

越
年
祭
、
御
礼
・
お
願
い
の
記
入
用
紙
を 

ご
記
入
の
上
、
御
結
界
に
お
届
け
下
さ
い
。 

 

一
月
一
日
（
祝
）
正
午
よ
り 

加
治
木
教
会 

元 

日 

祭  

奉 

仕 

ご
祭
典
・教
話
後
、
福
引
。 

 

熊
本
県
南
部(

人
吉)

豪
雨 

復
興
支
援
活
動
実
施
中 

支
援
金
募
集
中 

※
災
害
対
策
支
援
金
箱
に
も
ど
う
ぞ
。 

 

～
・
～
・
～
・
～
・
～
・
～ 

教 

会 

行 

事 
  

…
… 

12
月 

…
…
…
… 

１
（
火
）
●
報
徳
月
例
祭 

10
時
半 

３
（
木
）
●
甘
木
親
教
会
御
大
祭 

９
（
水
）
清

掃

御

用    

10
時 

10
（
木
）
●

生
神
金
光

大

神

様 

月 

例 

祭 

10
時
半 

13
（
日
）
御
本
部
布
教
功
労
者
報
徳
祭

（
参
拝
は

未

定

） 

15
（
火
）
連
布
教
協
議
会(

鹿
児
島

教

会)
 

10
時
半 

21
（
木
）
清

掃

御

用    

10
時 

22
（
金
）
●
月
例
祭･

共
励
会  

13
時
半 

29
（
金
）
清

掃

御

用  

10
時 

30
（
土
）
●
越 

年 

祭  

13
時
半 

    
 

 

 

     

 

令
和
三
年 

 

…
… 

１
月 

…
…
…
… 

１
（
祝
）
●
元 

日 

祭 
 

正
午 

３
（
日
）
甘
木
親
教
会
年
頭
参
拝 

〃 

※
光
風
館
予
約
日  

10
時 

５
（
火
）
★
少
年
少
女
会｢

鏡
開
き｣

10
時
半 

９
（
土
）
清

掃

御

用    

10
時 

10
（
日
）
●
月
例
祭(

生
神
金
光

大

神

様)
 

10
時
半 

 
 

併
せ
て 

成
人
感
謝
祭 

21
（
木
）
清

掃

御

用    

10
時 

22
（
金
）
●
月
例
祭･

共
励
会  

13
時
半 

24
（
日
）
連
合
会
定
期
総
会(

鹿
児
島 

教
会
に
て)

10
時 

31
（
日
）
清

掃

御

用    

10
時 

       

 

 

加
治
木
教
会
布
教
七
十
年
記
念
大
祭
は
、

令
和
三
年
五
月
三
十
日(

日)

と
決
ま
り 

ま
し
た
。 

 


